
健康保険法制度改正のお知らせ

平成28年4月より健康保険制度の一部が変わります。保険料や給付内容に変更が生じますので、お知らせいた

します。

内          容 施 行 日

１ 標準報酬月額が３等級追加されます

保険料の算出基礎となる標準報酬月額の区分について、現在の最高等級「47等級（121

万円）」に上位3等級が追加され、上限が「50等級（139万円）」となります。

  種別

等級

標準報酬（円） 報酬月額（円） 月額保険料（円）

月 額 日 額 以 上 未 満 被保険者 事業主

第47級 1,210,000 40,330 1,175,000 1,235,000 57,475 63,525

第48級 1,270,000 42,330 1,235,000 1,295,000 60,325 66,675

第49級 1,330,000 44,330 1,295,000 1,355,000 63,175 69,825

第50級 1,390,000 46,330 1,355,000 66,025 72,975

※ 等級追加に伴う保険料月額は、平成28年4月分保険料からとなります。

平成28年4月1日

２ 標準賞与額の上限が引き上げられます

標準賞与額の累計額の上限が現在の「540万円」から「573万円」に引き上げられます。
平成28年4月1日

３ 入院時の食事代が段階的に引き上げられます

入院時の食事代は、現在１食につき 260 円が患者負担と定められていますが、平成 28

年4月からは「360円」、平成30年4月からは「460円」に引き上げられます。（ただし、

低所得者、難病、小児慢性特定疾患患者の負担額は変更ありません。）

平成28年4月1日

（平成30年4月1日）

４ 傷病手当金・出産手当金の算定方法が見直されます

傷病手当金・出産手当金は一定条件を満たすと、1日につき標準報酬日額の3分の2相

当額が支給されていますが、標準報酬日額の算定方法が「支給開始月を含む直近 12 ヶ月

の平均標準月額を30で除した額」に変更されます。

ただし、被保険者期間が1年間に満たない人は、その人の被保険者期間における標準報

酬日額の平均と、支給開始日の属する年度の前年度の9月30 日における前被保険者の標

準報酬日額のいずれか少ない額の3分の2相当額となります。

平成28年4月1日

５ 紹介状なしで大病院を受診した際の定額負担が導入されます

紹介状なしで大病院（特定機能病院及び500床以上）を受診した場合、急患の場合を除

き患者が定額負担する制度が導入されます。（負担額は、5,000円以上の予定）

平成28年4月1日

６ 患者申出療養が創設されます

患者からの申し出により、国内未承認の医薬品等を、迅速に保険外併用療養として使用

することが可能となります。

平成28年4月1日

７ 兄姉の被扶養者認定における同居条件が撤廃されます

現在、被保険者の兄姉を被扶養者とする場合は、生計維持要件以外に同居していること

が必要ですが、この同居要件が撤廃され、生計維持要件を満たしていれば別居していても

よいことになります。

平成28年10月1日

８ 短時間労働者への適用拡大

従業員501人以上の事業所を対象に、1週間の所定労働時間が20時間以上、勤務期間1

年以上、月額賃金88,000円（年収106万円以上）の条件を満たす短時間労働者（パート、

アルバイト）について、社会保険の加入が義務付けられます。（ただし、学生は除外）

平成28年10月1日


